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正 常 な 顎 口 腔 機 能 は 咬 合 ・ 顎 関 節・ 咀 哺 筋
お よ び 中 枢 神 経 系 に よ り 構 成 さ れ て い る い わ
ゆ る 機 能 的 咬 合 系 の 各 要 素 間 の 調 和 に よ り 成
り立 っ て い る 1~3)。
こ の 機 能 的 咬 合 系 の 状 態 を 正 確 か つ 簡 便 に
把 握 す る こ と は、 顎 口 腔 機 能 異 常 を 有 す る 患
者 の 診 断、 治 療 方 針 の 決 定 お よ び 治 療 経 過 の
評 価 を 行 な う に あ た り 非 常 に 重 要 と 考 え ら れ
る 1'3,4)。 こ の た め 問 診、 視 診 お よ び 咬 合 診
査 等 5-7)に加 え、 下 顎 限 界 運 動 の 診 査 8-11)、
咀 哺 運 動 の 診 査 12-17)、 咀 rlR筋 電 図 診 査 18
-23)、 同 時 多 層 断 層 撮 影 法 や 二 重 造 影 法 等 の
顎 関 節 エ ッ ク ス 線 診 査 24-28)、 顎 関 節 音 の 診
査 29-33)等が 行 な わ れ 顎 口 腔 機 能 の 状 態 を
よ り 詳 細 に 検 討 す る こ と が 可 能 と な っ て き た。
と こ ろ が こ れ ら の う ち 下 顎 限 界 運 動 の 診 査
の ひ と つ で あ る 最 大 開 閉 口 運 動 に 関 し て は、
そ の 開 口 量 や 運 動 時 の 下 顎 の 偏 位 な ど が 臨 床
●
-2‐
●的 に 重 要 な 所 見 と さ れ て お り8-11,34-36)、
こ れ ま で 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 を そ の 概 形 か ら
い く つ か に 分 類 し 異 常 の 有 無 と の 関 係 を 調 べ
た も の 37)、 日 外 描 記 法 や エ ッ ク ス 線 映 画 撮
影 法 を 用 い て 下 顎 頭 の 運 動 を 観 察 し 最 大 開 閉
口 運 動 経 路 と の 関 係 を 調 べ た も の 38)など は
み ら れ る も の の、 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 の 診 査
と 臨 床 所 見 や 咀 哺 筋 活 動 の 状 態 を そ れ ぞ れ 関
連 づ け て 評 価 を 行 な い、 臨 床 的 な 有 用 性 を 検
討 し た 研 究 は 少 な い。
本 研 究 で は 最 大 開 閉 口 運 動 が い か に 顎 口 腔
機 能 の 状 態 と 関 連 し て い る の か を




ら か に す
で 運 動 時
ケ の 下 顎 の 偏 位 に よ る 分 類 を 試 み た。 次 い で 顎
聞 節 な ら び に 筋 の 臨 床 所 見 に 関 す る 診 査、 咬
筋 お よ び 側 頭 筋 前 部 の 筋 電 図 診 査 を 行 な い、
分 類 さ れ た 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 の パ タ ー ン と
臨 床 所 見 お よ び 咀 rn筋活 動 の 状 態 と の 関 連 を




●Ⅱ.被 験 者 な ら び に 実 験 方 法
1. 実 験 1:開口 量 に つ い て
(1)被験 者
被 験 者 は 大 阪 大 学 歯 学 部 附 属 病 院 第 一 補 綴
科 受 診 患 者 お よ び 同 歯 学 部 教 職 員 な ら び に 学
生 よ り 選 択 し た 242名で あ る。 そ の う ち 異 常
群 と し て 顎 関 節 雑 音、 顎 関 節 お よ び そ の 周 囲
の 疼 痛、 筋 の 疼 痛 を 認 め る も の お よ び プ ラ キ
シ ズ ム を 訴 え る 男 性 62名、 女 性 42名の 計 104
名 (年齢 17-70歳、 平 均 27.7歳)、 対 照 群 と
し て 個 性 正 常 咬 合 者 で あ り か つ 顎 口 腔 機 能 に
自 覚 的、 他 覚 的 に 異 常 を 認 め な い 臨 床 的 に 正
常 と み な さ れ る 男 性 93名、 女 性 45名の 計 138
名 (年齢 22-47歳、 平 均 24。8歳)を選 ん だ。
(2)実験 方 法
被 験 者 に 歯 科 用 治 療 椅 子 上 で 水 平 位 を と ら





に 誘 導 し て 終 末 蝶 番 運 動 39)を行 な わ せ た。
そ の 際 開 口 に 抵 抗 が あ り か つ 下 顎 頭 が 大 き く
動 き 始 め る 直 前 ま で の 範 囲 を 第 1相と し、 第
1相の 終 わ り よ り 最 大 開 口 位 に い た る ま で を
第 2相と し た (図1)。 第 1相の 開 口 量 な ら
び に 最 大 開 口 量 は ノ ギ ス を 用 い て 左 側 上 下 中
切 歯 間 で 各 々 5回ず つ 計 測 を 行 な い、 そ の 平
均 値 を 各 被 験 者 の 値 と し た。 平 均 値 の 差 の 検
定 に は Studentのt‐testを用 い た。
2. 実 験 2:最大 開 閉 口 運 動 経 路 と 臨 床 所 見
と の 関 連 に つ い て
(1)被験 者
被 験 者 は 実 験 1と同 様 に 異 常 群 と し て 男 性
94名、 女 性 36名の 計 130名 (年齢 17-70歳、
平 均 28.5歳)、 対 照 群 と し て 男 性 95名、 女 性
25名の 計 120名 (年齢 22-47歳、 平 均 25。9歳)






被 験 者 を 歯 科 用 治 療 椅 子 に 座 ら せ、 頭 部 は
カ ン ベ ル 平 面 が 可 及 的 に 水 平 と な る よ う 設 定
し た。 被 験 者 に 咬 頭 嵌 合 位 を と ら せ、 次 い で
最 大 開 口 位 ま で 開 口 さ せ た 後 咬 頭 嵌 合 位 ま で
開 口 さ せ た。 開 閉 日 の 速 度 は 特 に 規 定 し な か
っ た。 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 の 前 頭 面 記 録 は 下
顎 運 動 記 録 装 置 サ ホ ン・ ビ ジ ト レ ー ナ ー CⅡ
(佐藤 医 療 電 子 製 作 所 )を用 い て 行 な っ た。
発 光 素 子 (Light emitting diOde)は下 顎 前
歯 部 に 専 用 ア タ ッ チ メ ン ト と 即 時 重 合 レ ジ ン
を 用 い て 作 製 し た ク ラ ッ チ を 介 し て シ ア ノ ア
ク リ レ ー ト系 接 着 剤 で 固 定 し た。 通 常 セ ン サ
ー は 固 定 用 ヘ ッ ド バ ン ド に 装 着 し た 支 持 拝 の
先 端 に 発 光 素 子 。セ ン サ ー 間 距 離 が 1 0 olnとな
る よ う に 設 定 す る が、 こ の 距 離 で は 計 測 範 囲
が 小 さ く 最 大 開 口 位 ま で の 記 録 が で き な い た
め 発 光 素 子 。セ ン サ ー 問 距 離 が 咬 頭 嵌 合 位 と





持 拝 は 左 右 内 眼 角 点 の 中 点 お よ び 鼻 下 点 を 結
ん で 想 定 し た 顔 面 正 中 と 一 致 さ せ た。 実 験 1
と 同 様 に 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 を 第 1相の 範 囲
と 第 2相の 範 囲 に 分 け、 第 1相、 第 2相に お
け る 下 顎 の 偏 位 の 有 無 を 調 べ た。 偏 位 の 基 準
は 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 が 2 mm以上 正 中 か ら 離
れ た 場 合 に 偏 位 が あ る も の と し た。 な お 校 正
値 と し て 咬 合 器 上 に 発 光 素 子 を 設 置 し て セ ン
サ ー の 正 中 基 準 線 か ら 2 mm側方 に 離 れ た 点 を
プ ロ ッ タ ー に 拡 大 率 5倍で 作 図 さ せ、 こ れ を
最 大 開 閉 口 運 動 経 路 の 記 録 と 重 ね 合 わ せ て 偏
位 の 有 無 の 判 定 を 行 な っ た。
最 大 開 閉 口 運 動 経 路 と 臨 床 所 見 と の 関 連 性
を み る た め に 異 常 群 の 被 験 者 に つ い て 顎 関 節
雑 音、 顎 関 節 お よ び そ の 周 囲 の 疼 痛、 筋 の 疼
痛、 プ ラ キ シ ズ ム の 有 無 の 各 項 目 を と り あ げ
検 討 し た (表1)。 顎 関 節 雑 音 に つ い て は 触
診 に よ り 最 大 開 閉 口 運 動 時 の 雑 音 の 有 無 な ら
び に そ の 発 生 時 期 を、 顎 関 節 お よ び そ の 周 囲




●開 閉 口 運 動 時 の 疼 痛 の 有 無 を 診 査 し た。 筋 の
疼 痛 に つ い て は 両 側 の 咬 筋、 側 頭 筋 前 部、 側
頭 筋 後 部、 外 側 翼 突 筋、 内 側 翼 突 筋、 顎 二 腹
筋 前 腹 お よ び 胸 鎖 乳 突 筋 の 各 筋 に 対 し Krogh‐
Poulsen41)の方 法 に 基 づ い て 触 診 を 行 な い 圧
痛 の 有 無 を 診 査 し た。 ブ ラ キ シ ズ ム の 有 無 に
つ い て は 間 診 お よ び 診 査 よ り 被 験 者 が プ ラ キ
シ ズ ム を 自 覚 し て い る も の の み と し た。 な お、
結 果 の 検 定 に は カ イ 自 乗 検 定 (有意 水 準 5%)
を 用 い た。
3。 実 験 3:閉口 運 動 時 の 咀 喘 筋 活 動 に つ い
●    て
(1)被験 者
被 験 者 は 実 験 2の被 験 者 の う ち 筋 電 図、 下
顎 運 動、 咬 合 音 の 同 時 記 録 を 行 な つ た 際 咬 合
音 波 形 の 立 ち 上 が り を 明 瞭 に 識 別 で き、 上 下





常 群 と し て 男 性 18名、 女 性 8名の 計 26名 (年
齢 22-59歳、 平 均 27。2歳)、 対 照 群 と し て 男
性 18名、 女 性 6名の 計 24名 (年齢 23-30歳、
平 均 24e9歳)を選 ん だ。
(2)実験 方 法
被 験 者 を 歯 科 用 治 療 椅 子 に 座 ら せ 頭 部 は カ
ン ベ ル 平 面 が 可 及 的 に 水 平 と な る よ う 設 定 し
た。 筋 電 図 誘 導 部 位 は 両 側 咬 筋 中 央 部 お よ び
側 頭 筋 前 部 と し、 該 当 部 位 を 皮 膚 前 処 理 剤 ス
キ ン ピ ュ ア ー (日本 光 電 工 業 ,VZ-0019)を用
い て 清 拭 し た 後 表 面 電 極 (同,Sintered Ag/
AgCi miniature skin electrode, NT‐213U)
を 用 い て 双 極 誘 導 し た。 電 極 中 心 問 距 離 は 10
mmとし 咬 筋 で は 筋 腹 中 央 に、 側 頭 筋 前 部 で は
眉 毛 の 外 側 端 の 高 さ で 筋 前 縁 を 触 知 し そ の 後
方 で 各 々 筋 走 行 と 平 行 に な る よ う 貼 付 し た。
な お 不 関 電 極 は 耳 梁 に 貼 付 し、 電 極 問 抵 抗 は
す べ て 10 kΩ以 下 と な る よ う に し た。 筋 電 図





電 気 用 ア ン プ (同,AB-621G)を用 い 時 定 数
0。03secで増 幅 し た。 歯 の 接 触 音 の 記 録 に は
前 額 部 に 貼 付 し た 衝 撃 セ ン サ ー (村田 工 業 ,
PKS‐Shocksensor)を、 下 顎 運 動 の 記 録 に は
左 右 下 顎 中 切 歯 唇 面 に 付 着 し た 磁 石 の 位 置 を
8個の ホ ー ル 素 子 で 検 出 す る 下 顎 運 動 記 録 装
置 シ ロ ナ ソ グ ラ フ (Siemens co。,D‐3175)を
用 い た。 被 験 運 動 と し て 最 大 開 ロ ー 閉 ロ ー 最
大 か み し め 運 動 (30回/分)を行 な わ せ、 波
形 観 測 用 モ ニ タ ー (日本 光 電 工 業 ,VC‐680G)
お よ び サ ー マ ル ア レ イ レ コ ー ダ (同,WS‐682C)
に て 監 視 し つ つ デ ー タ レ コ ー ダ (TEAC Co。,
XR‐710)に同 時 記 録 し た。 図 2にそ の 記 録 の
一 例 を 示 す。
咀 哺 筋 活 動 の 分 析 は 最 大 開 口 位 か ら 咬 頭 嵌
合 位 ま で の 開 口 運 動 に つ い て 行 な つ た。 デ ー
タ の 分 析 は デ ジ タ ル メ モ リ ー (岩崎 通 信 機 ,
DM‐7100)に歯 の 接 触 音 を ト リ ガ ー 信 号 と し
て 左 右 咬 筋 と 側 頭 筋 前 部 の 筋 電 図 お よ び 下 顎




数 lKHzでサ ン プ リ ン グ し た 後、 シ グ ナ ル ア ナ
ラ イ ザ ー (同,SM‐2100)を用 い て 行 な つ た。
筋 電 図 は 原 波 形 を 全 波 整 流 し た 後、 最 大 開 口
位 か ら 咬 頭 嵌 合 位 に い た る ま で の 開 口 量 を 5
等 分 し そ れ ぞ れ の 区 間 の 持 続 時 間 を 求 め、 開
口 量 の 最 初 の 1/5を開 口 初 期、 最 後 の 1/5を
開 口 末 期、 そ の 間 の 3/5を開 口 中 期 と し 各 区
間 で 積 分 を 行 な い 筋 活 性 量 を 求 め た (図3)。
閉 口 初 期 の 筋 活 性 量 に つ い て 対 照 群 の 咬 筋 の
平 均 値 +lSoD。を 基 準 と し、 基 準 以 下 の も の と
こ れ を 越 え る も の と に 分 け た。 左 右 差 に つ い
て は 対 照 群 の 咬 筋 お よ び 側 頭 筋 前 部 の 開 口 初
期 に お け る 筋 活 性 量 の 大 き い 側 を 小 さ い 側 で
除 し た も の の 平 均 値 +lSeD。を 基 準 と し、 こ れ
を 越 え る も の を 左 右 差 あ り と し た。 閉 口 初 期
の 筋 活 性 量 に つ い て 左 右 側 と も 基 準 以 下 の L
― L群、 左 右 側 と も 基 準 を 越 す H―H群、 左
右 差 を 認 め た H―L群の 3群に、 閉 口 中 期 お
よ び 閉 口 末 期 に つ い て は 筋 活 性 量 に 左 右 差 を




お、 結 果 の 検 定 に は カ
5%)を用 い た。
イ 自 乗 検 定 (有意 水 準
Ⅲ. 実 験 結 果
1。 実 験 1:開口 量 に つ い て
(1)第1相の 開 口 量
第 1相の 開 口 量 に つ い て 平 均 値 ± 標 準 偏 差
は 男 性 が 対 照 群 H.7 mm±4。O mm、 異 常 群 H。5
mm± 3。7 mm、 女 性 が 対 照 群 10。3 mm±2。l mm、
異 常 群 10。O mm±3.6 mmであ っ た。 男 女 と も 対
照 群 と 異 常 群 の 間 で 平 均 値 に 有 意 差 は 認 め な
か っ た (有意 水 準 5%)。
(2)最大 開 口 量
最 大 開 口 量 に つ い て 平 均 値 ± 標 準 偏 差 は 男
性 が 対 照 群 48◆9 mm±7.O mm、 異 常 群 47.9 mm±





群 39。8 mm±8。O mmであ っ た。 男 女 と も 対 照 群
と 異 常 群 の 間 で 平 均 値 に 有 意 差 は 認 め な か っ
た。 対 照 群、 異 常 群 と も 女 性 の 最 大 開 口 量 は
男 性 に 比 べ 有 意 に 小 さ か つ た (有意 水 準 5%)。
2。 実 験 2:最大 開 閉 口 運 動 経 路 と 臨 床 所 見
と の 関 連 に つ い て
(1)最大 開 閉 口 運 動 経 路 の 分 類
最 大 開 閉 口 運 動 経 路 は 第 1相お よ び 第 2相
に お け る 運 動 時 の 下 顎 の 偏 位 の 有 無 に よ り 図
4に示 す 7つの パ タ ー ン に 分 類 さ れ た。
パ タ ー ン 1は第 1相、 第 2相の い ず れ に お
い て も 偏 位 を 認 め な い も の、 パ タ ー ン 2およ
び 3は第 1相で 偏 位 を 認 め ず 第 2相で 偏 位 を
認 め る も の で、 最 大 開 口 位 に い た る ま で に 正
中 に 戻 る も の が パ タ ー ン 2、 正 中 に 戻 ら な い
も の が パ タ ー ン 3、 パ タ ー ン 4およ び 5は第




で、 最 大 開 口 位 に い た る ま で に 正 中 に 戻 る も
の が パ タ ー ン 4、 正 中 に 戻 ら な い も の が パ タ
ー ン 5、 パ タ ー ン 6は第 1相と 第 2相で 偏 位
側 が 異 な る も の、 パ タ ー ン 7はパ タ ー ン 1か
ら 6に該 当 し な い 複 雑 な 偏 位 を 認 め た も の で
あ っ た。 開 回 路、 閉 口 路 各 々 の パ タ ー ン の 分
布 に つ い て 以 下 に 示 す。
(2)開回 路 の パ タ ー ン
開 回 路 の パ タ ー ン の 分 布 を 表 2に示 す。 対
照 群 に つ い て 最 も 多 か つ た の は パ タ ー ン 1で
64。1%、 次 い で パ タ ー ン 2およ び 3が各 々 14
。1%、 11.6%、 パ タ ー ン 4、 5、 6、 7はす
べ て 5%以下 で あ っ た。 異 常 群 に つ い て パ タ
ー ン 1は22。3%で対 照 群 の 約 1/3、 パ タ ー ン
2およ び 3は各 々 23。8%、 16.9%であ り 対 照
群 の 約 1.5倍、 パ タ ー ン 4、 5、 6、 7の合
計 は36.8%で対 照 群 の 約 4倍で あ っ た。
臨 床 所 見 に よ っ て 分 類 し た 各 異 常 群 の 開 口





に 該 当 し た も の は プ ラ キ シ ズ ム 群 で 45。4%で
あ り 対 照 群 に 次 い で 多 く 認 め ら れ た。 ま た 顎
関 節 異 常 群、 筋 異 常 群、 筋・ 顎 関 節 異 常 群 で
は 各 々 20。8%、 16.6%、 10。3%であ り す べ て
対 照 群 の 約 1/3以下 で あ っ た。 パ タ ー ン 2お
よ び 3に該 当 し た も の は 筋 。顎 関 節 異 常 群、
プ ラ キ シ ズ ム 群、 顎 関 節 異 常 群 で は 各 々 44。7
%、 40。8%、 40。2%と対 照 群 の 約 1.5倍で あ
っ た。 筋 異 常 群 で は 33.3%であ り こ れ ら 3群
よ り や や 少 な か っ た。 パ タ ー ン 4およ び 5に
該 当 し た も の は 筋 ・ 顎 関 節 異 常 群、 筋 異 常 群
で は 各 々 34.4%、 33。3%であ り 対 照 群 の 約 5
倍 で あ っ た。 顎 関 節 異 常 群 で は 17.9%であ り
こ れ ら の 約 1/2、 プ ラ キ シ ズ ム 群 で は 4。5%
と 対 照 群 に 近 い 値 で あ っ た。 パ タ ー ン 6およ
び 7に該 当 し た も の は 顎 関 節 異 常 群 と 筋 異 常
群 で 各 々 20.9%、 16。6%であ り 他 に 比 べ て 多
か つ た。




分 類 さ れ た 閉 回 路 の パ タ ー ン の 分 布 に つ い
て 表 4に示 す。 対 照 群 に つ い て 最 も 多 か っ た
の は 開 回 路 と 同 様 に パ タ ー ン 1で68。3%、 次
に パ タ ー ン 2およ び 3がい ず れ も H.6%と多
く、 パ タ ー ン 4、 5、 6、 7はす べ て 5%以
下 で あ っ た。 異 常 群 に つ い て も 開 回 路 の 場 合
と ほ ぼ 同 様 の 傾 向 を 示 し、 パ タ ー ン 1に該 当
し た も の は 23◆0%と対 照 群 の 約 1/3、 パ タ ー
ン 2およ び 3に該 当 し た も の は 24。6%、 20。0
%と対 照 群 の 約 2倍、 パ タ ー ン 4、 5、 6、
7の合 計 は 32。3%であ り 対 照 群 の 約 4倍で あ
つ た。
臨 床 所 見 に よ っ て 分 類 し た 各 異 常 群 に つ い
て 開 口 路 の パ タ ー ン の 分 布 を 表 5に示 す。 パ
タ ー ン 1に該 当 し た も の は 開 回 路 と 同 様 ブ ラ
キ シ ズ ム 群 で 50.0%と最 も 対 照 群 に 近 く、 筋
・ 顎 関 節 異 常 群、 顎 関 節 異 常 群、 筋 異 常 群 で
は 各 々 25。0%、 17.9%、 13.7%と少 な か つ た。
パ タ ー ン 2およ び 3に該 当 し た も の は 顎 関 節




%と対 照 群 の 約 2倍で あ り か つ 開 口 時 よ り 該
当 者 が 増 加 し て い た。 筋・ 顎 関 節 異 常 群、 筋
異 常 群 で は 各 々 30。9%、 24。9%と対 照 群 と ほ
ぼ 同 じ で あ り 開 口 時 に 比 べ 該 当 者 が 減 少 し て
い た。 パ タ ー ン 4およ び 5に該 当 し た も の は
開 回 路 と 同 様 に 筋 異 常 群、 筋 。顎 関 節 異 常 群
に 最 も 多 く、 開 口 時 よ り さ ら に 該 当 者 が 増 加
し 各 々 41.6%、 41。3%と対 照 群 の 約 7倍で あ
つ た。 パ タ ー ン 6およ び 7に該 当 し た も の は
筋・ 顎 関 節 異 常 群、 顎 関 節 異 常 群 で 各 々 13。7
%、 12。0%であ り 他 に 比 べ 多 か っ た。
(4)臨床 所 見 と の 関 連
1)顎関 節 雑 音
顎 関 節 雑 音 を 認 め た 被 験 者 84名に つ い て 雑
音 の 発 生 側 お よ び 発 生 時 期 に つ い て 調 べ た 結
果 を 表 6に示 す。 以 下、 片 側 顎 関 節 に 雑 音 を
認 め た も の に つ い て 雑 音 の 発 生 時 期 と 開 閉 口
路 の パ タ ー ン と の 関 連 に つ い て 検 討 し た。





音 を 認 め た 被 験 者 に お け る 雑 音 発 生 時 期 と 開
閉 回 路 の パ タ ー ン と の 関 連 を 図 5およ び 表 7
に 示 す。 開 口 初 期 に 雑 音 を 認 め た 5名中 3名
で は 開 回 路 が 第 1相に 偏 位 を 有 す る パ タ ー ン
4また は 5であ っ た。 開 口 中 期 に 雑 音 を 認 め
た H名中 8名で は 第 2相に 偏 位 を 有 す る パ タ
ー ン 2、 3、 4であ り 1例を 除 き 最 大 開 口 位
に 偏 位 を 認 め な か っ た。 開 口 末 期 に 雑 音 を 認
め た 15名中 13名で は 最 大 開 口 位 に 偏 位 を 有 す
る パ タ ー ン 3、 5、 6、 7であ り こ の う ち バ
タ ー ン 3が8名と 最 も 多 か っ た。 最 大 開 口 位
付 近 で 雑 音 を 認 め た 9名中 最 大 開 口 位 に 偏 位
を 認 め た も の は 3名で あ っ た。 閉 口 初 期 あ る
い は 閉 口 中 期 に 雑 音 を 認 め た 3名は す べ て 開
回 路 が パ タ ー ン 4、 5であ っ た。
開 口 お よ び 閉 口 時 に 片 側 顎 関 節 雑 音 を 認 め
た 被 験 者 に お け る 雑 音 発 生 時 期 と 開 閉 回 路 の
パ タ ー ン と の 関 連 を 図 6およ び 表 8に示 す。
開 口 初 期 と 閉 口 末 期 に 雑 音 を 認 め た 5名中 開






各 々 2名ず つ み ら れ た。 開 口 中 期 と 閉 口 中 期
に 認 め た 4名中 3名で は 開 閉 回 路 と も パ タ ー
ン 2であ っ た。 開 口 末 期 と 閉 口 初 期 に 認 め た
9名中 8名で は 最 大 開 口 位 で の 偏 位 を 認 め る
パ タ ー ン 3、 4、 7であ り こ の う ち 6名で は
第 1相に 偏 位 を 認 め た。 開 口 末 期 と 閉 口 末 期
に 認 め た 4名中 最 大 開 口 位 で の 偏 位 を 認 め た
も の は 1名の み で あ っ た。
2)筋の 圧 痛
触 診 に よ り 筋 の 圧 痛 を 認 め た 被 験 者 に お け
る 圧 痛 部 位 と 開 閉 回 路 の パ タ ー ン と の 関 連 を
図 7およ び 表 9に示 す。 異 常 群 130名中 圧 痛
を 認 め た の は 41名で あ っ た。 こ の う ち 外 側 翼
突 筋 は 28名と 最 も 多 く、 以 下 咬 筋 20名、 内 側
翼 突 筋 15名、 側 頭 筋 前 部 14名、 胸 鎖 乳 突 筋 13
名、 顎 二 腹 筋 前 腹 H名、 側 頭 筋 後 部 2名で あ
つ た。
外 側 翼 突 筋 に 圧 痛 を 認 め た も の に つ い て 開





タ ー ン 3、 4、 5が多 か っ た。 咬 筋 に 圧 痛 を
認 め た も の に つ い て 開 回 路 で は パ タ ー ン 2、
4、 閉 回 路 で は パ タ ー ン 1、 4が多 か っ た。
内 側 翼 突 筋 に 圧 痛 を 認 め た も の に つ い て 開 口
路 で は パ タ ー ン 3、 4、 閉 回 路 で は パ タ ー ン
3、 5が多 か っ た。 側 頭 筋 前 部 に 圧 痛 を 認 め
た も の に つ い て 開 回 路 で は パ タ ー ン 2、 3、
4、 閉 回 路 で は パ タ ー ン 4、 5が多 か っ た。
胸 鎖 乳 突 筋 お よ び 顎 二 腹 筋 前 腹 に 圧 痛 を 認 め
た も の に つ い て は 開 閉 回 路 と も 全 パ タ ー ン に
ほ ぼ 一 様 に 分 布 し て い た。 側 頭 筋 後 部 に 圧 痛
を 認 め た も の に つ い て は 最 大 開 口 位 に 偏 位 を
認 め る パ タ ー ン 3、
め た。
5、 6にの み 該 当 者 を 認
3)顎関 節 お よ び そ の 周 囲 の 疼 痛
顎 関 節 お よ び そ の 周 囲 に 圧 痛 あ る い は 運 動
時 痛 を 認 め た 被 験 者 24名に つ い て そ の 開 閉 口
路 の パ タ ー ン を 表 10に示 す。 圧 痛 を 認 め た 22






関 連 性 は 認 め な か っ た。
の は 2名と 少 な か っ た。
運 動 時 痛 を 認 め た も
◆ 実 験 3:閉口 運 動 時 の 咀 嗜 筋 活 動 に つ い
(1)筋活 性 量 の 左 右 差
閉 口 運 動 時 の 筋 活 性 量 に つ い て 対 照 群 の 咬
筋 に 関 す る 結 果 を 表 Hに、 側 頭 筋 前 部 に 関 す
る 結 果 を 表 12に、 異 常 群 の 咬 筋 に 関 す る 結 果
を 表 13に、 側 頭 筋 前 部 に 関 す る 結 果 を 表 14に
示 す。 こ れ ら の 結 果 か ら 閉 口 初 期、 中 期 お よ
び 末 期 の 各 々 に お け る 筋 活 性 量 の 左 右 差 の 有
無 を 検 討 し た (表15)。
閉 口 初 期 に つ い て 咬 筋 で は L―L群は 対 照
群 62.5%、 異 常 群 53.8%、 H―H群は 対 照 群
20。8%、 異 常 群 0。0%、 H一L群は 対 照 群 16
.7%、 異 常 群 46.2%であ り、 異 常 群 で H―L







部 で は L―L群は 対 照 群 41.7%、 異 常 群 38。5
%、 H―H群は 対 照 群 45。8%、 異 常 群 34.6%、
H―L群は 対 照 群 12。5%、 異 常 群 26。9%であ
り 咬 筋 と 同 様 に 異 常 群 で H―L群の 占 め る 割
合 が 有 意 に 高 か っ た。 咬 筋 と 側 頭 筋 前 部 を 比
較 す る と 対 照 群、 異 常 群 と も に 側 頭 筋 前 部 で
H―H群の 占 め る 割 合 が 高 か つ た (カイ 自 乗
検 定、 有 意 水 準 5%)。
閉 口 中 期 に つ い て 咬 筋 で 左 右 差 を 認 め た も
の は 対 照 群 16◆7%、 異 常 群 30.8%であ り、 異
常 群 が 対 照 群 の 約 2倍有 意 に 高 か っ た。 側 頭
筋 前 部 に 関 し て も 対 照 群 8◆3%、 異 常 群 42。3
%であ り、 異 常 群 が 対 照 群 の 約 5倍有 意 に 高
か っ た。 咬 筋 と 側 頭 筋 前 部 を 比 較 す る と 対 照
群 に 比 べ 異 常 群 に お い て 側 頭 筋 前 部 に 左 右 差
が み ら れ た も の が 多 か っ た。
閉 口 末 期 に つ い て 咬 筋 に 左 右 差 を 認 め た も
の は 対 照 群 20。5%、 異 常 群 19。2%、 側 頭 筋 前
部 に 関 し て も 対 照 群 16◆7%、 異 常 群 H。5%で





(2)筋活 性 量 の 左 右 差 と 閉 回 路 の パ タ ー ン
と の 関 連
対 照 群 に つ い て の 結 果 を 図 8およ び 表 16に、
異 常 群 に つ い て の 結 果 を 図 9およ び 表 17に示
す。 偏 位 を 示 さ な い パ タ ー ン 1では 対 照 群、
異 常 群 の い ず れ に お い て も 左 右 差 を 認 め た も
の は な か っ た。 第 2相に 偏 位 を 有 す る パ タ ー
ン 2では 咬 筋 で 開 口 初 期 お よ び 中 期、 側 頭 筋
前 部 で 開 口 中 期 に 異 常 群 の 方 が 対 照 群 よ り も
左 右 差 を 認 め た も の が 多 か っ た。 最 大 開 口 位
に お い て 偏 位 を 有 す る パ タ ー ン 3では 閉 口 初
期 に 両 群 と も 咬 筋 お よ び 側 頭 筋 前 部 に 左 右 差
を 認 め た。 ま た 閉 口 中 期 で は 異 常 群 に お い て
側 頭 筋 前 部 に 顕 著 な 左 右 差 が み ら れ た。 閉 口
末 期 で は 異 常 群 に 比 べ 対 照 群 で 左 右 差 を 認 め
た も の が 多 く み ら れ た。 パ タ ー ン 4では 異 常
群 の み 閉 口 初 期 お よ び 開 口 末 期 に 両 筋 と も 左
右 差 を 認 め た。 パ タ ー ン 5では 対 照 群 は 側 頭





で は 咬 筋、 側 頭 筋 前 部 と も に 左 右 差 を 認 め た。
パ タ ー ン 6では 対 照 群、 異 常 群 と も 閉 口 中 期
に 咬 筋 の み 左 右 差 を 認 め た。 パ タ ー ン 7では
異 常 群 で の み 両 筋 と も 閉 口 中 期 に 左 右 差 を 認
め た。
筋 活 性 量 に 左 右 差 の 認 め ら れ た 筋 と 開 回 路
の パ タ ー ン と の 関 連 を 図 10およ び 表 18に示 す。
パ タ ー ン 1では 両 筋 と も に 左 右 差 は 認 め ら れ
な か っ た。 パ タ ー ン 2では 対 照 群 に お い て 咬
筋 あ る い は 側 頭 筋 前 部 の み に 左 右 差 の み ら れ
た も の を 認 め た が、 両 筋 に 左 右 差 の み ら れ た
も の は 認 め な か っ た。 異 常 群 で は 両 筋 に 左 右
差 の み ら れ た も の が 7名中 5名認 め ら れ た。
パ タ ー ン 3では 対 照 群 は 咬 筋 の み の も の が 7
名 中 4名、 側 頭 筋 前 部 の み の も の が 1名、 両
筋 に み ら れ た も の も 1名認 め ら れ た。 異 常 群
で は 咬 筋、 側 頭 筋 前 部 の み の も の が そ れ ぞ れ
8名中 2名、 両 筋 に み ら れ た も の が 5名で あ
り、 こ の 場 合 も 対 照 群 に 比 べ 多 か っ た。 パ タ





く、 異 常 群 で は 咬 筋 の み、 側 頭 筋 前 部 の み、
両 筋 に み ら れ た も の が 各 々 1名ず つ 認 め ら れ
た。 パ タ ー ン 5では 対 照 群 に お い て 咬 筋 の み
の も の が 1名、 異 常 群 で は 側 頭 筋 前 部 の み の
も の が 1名、 両 筋 に み ら れ た も の が 1名で あ
つ た。 パ タ ー ン 6では 対 照 群、 異 常 群 と も に
咬 筋 の み に 左 右 差 の み ら れ た も の 1名が 認 め
ら れ た。 パ タ ー ン 7では 対 照 群 に お い て 左 右
差 の み ら れ た も の は な か っ た が、 異 常 群 で は
側 頭 筋 の み に み ら れ た も の、 両 筋 に み ら れ た
も の が 各 々 1名ず つ 認 め ら れ た。
(3)臨床 所 見 に よ り 分 類 し た 各 異 常 群 と 筋
活 性 量 の 左 右 差 と の 関 連
臨 床 所 見 に よ り 分 類 し た 各 異 常 群 と 筋 活 性
量 の 左 右 差 と の 関 連 に つ い て 図 Hおよ び 表 19
に 示 す。 咬 筋 に つ い て 閉 口 初 期 に 左 右 差 が み
ら れ た H―L群は 対 照 群 に 比 べ 顎 関 節 異 常 群
で 多 か っ た。 同 様 に 閉 口 中 期 に お い て も 顎 関





た。 開 口 末 期 に お い て は 異 常 群 と 対 照 群 と の
間 に 顕 著 な 差 は 認 め な か っ た。 側 頭 筋 前 部 に
つ い て 閉 口 初 期 に 左 右 差 が み ら れ た H―L群
は 咬 筋 の 場 合 よ り少 な く、 ま た 異 常 群 と 対 照
群 と の 間 に 顕 著 な 差 は 認 め な か っ た。 開 口 中
期 に お い て は 咬 筋 と 同 様 対 照 群 に 比 べ 顎 関 節
異 常 群 で 左 右 差 の み ら れ た も の が 多 か っ た。
ま た 閉 口 末 期 に お い て は 咬 筋 と 同 様 両 群 間 に
顕 著 な 差 は 認 め な か っ た。
Ⅳ. 考 察
顎 口 腔 機 能 の 状 態 を 評 価 す る た め に 種 々 の
診 査 が 現 在 行 な わ れ て お り、 そ の 目 的 の 違 い
か ら こ れ ら 診 査 は 大 き く 2つに 分 け る こ と が
可 能 で あ る。 ま ず 1つは 機 能 的 咬 合 系 2)を構
成 す る 咬 合・ 顎 関 節 。咀 哺 筋 の 各 要 素 に 対 す
る 診 査 で あ り、 他 の 1つは 機 能 的 咬 合 系 全 体





前 者 に 属 す る も の と し て 模 型 や 咬 合 器 を 用
い た 咬 合 診 査 6,7,42)、 顎 関 節 の エ ッ ク ス 線
写 真 に よ る 診 査 24-28)、 顎 関 節 音 の 診 査 29-
33)、 咀 哺 筋 の 筋 電 図 診 査 18-22,43)など が
挙 げ ら れ、 こ れ ら は 機 能 的 咬 合 系 の 各 要 素 の
状 態 を 把 握 す る 上 で 不 可 欠 な も の で あ る。
後 者 に 属 す る も の と し て は 咀 哺 運 動 の 診 査
12,23,47)、 習 慣 的 開 閉 口 運 動 の 診 査 48-50)
お よ び 下 顎 限 界 運 動 の 診 査 51-55)等が 挙 げ ら
れ る。 機 能 的 咬 合 系 は そ の 各 要 素 が 互 い に 密
接 に 関 与 し 合 い、 系 の い か な る 要 素 に 異 常 が
生 じ て も 他 の 要 素 に 影 響 を 及 ぼ し そ の 結 果 と
し て 複 雑 な 機 能 異 常 の 状 態 を 呈 す る 44-46)。
機 能 的 咬 合 系 全 体 の 状 態 は こ れ ら の 運 動 に 様
々 な 形 で 反 映 さ れ て お り、 顎 口 腔 機 能 異 常 の
病 態 を 把 握 す る 上 で 下 顎 運 動 の 診 査 は 非 常 に
重 要 と 考 え ら れ る。 こ の う ち 最 大 開 聞 口 運 動
に 関 し て は 下 顎 頭 の 運 動 量 が 大 き い た め 障 害
が 存 在 す る 場 合 に は よ り 明 確 に 観 察 で き 38)





の 下 顎 の 偏 位 が 臨 床 的 に 重 要 な 所 見 と さ れ て
い る 8-11)。
と こ ろ で 最 大 開 開 口 運 動 時 に 咀 rlQ筋は 筋 紡
錘、 顎 関 節 受 容 器 な ど 様 々 な 末 捕 感 覚 の 影 響
を 受 け て い る と 考 え ら れ る が 59-63)、 こ れ ま
で の 報 告 で は 主 に 顎 関 節 の 状 態 と の 関 連 性 か
ら 下 顎 の 偏 位 が 検 討 さ れ 8,9,38,56-58)、 下
顎 の 偏 位 と 咀 哺 筋 活 動 と の 関 連 性 に つ い て 検
討 し た 研 究 は み ら れ な い。
本 研 究 で は 最 大 開 閉 口 運 動 の 評 価 を 行 な う
に あ た り、 ま ず 下 顎 の 偏 位 に よ る 運 動 経 路 の
分 類 を 試 み、 次 い で 分 類 し た 各 パ タ ー ン と 顎
関 節 雑 音 な ら び に 筋 の 圧 痛 等 の 臨 床 所 見 さ ら
に は 咀 哺 筋 筋 電 図 所 見 と の 比 較 を 行 な い、 最
大 開 閉 口 運 動 と 顎 口 腔 機 能 と の 関 連 性 を 検 討
し た も の で あ る。 以 下、 研 究 方 法、 結 果 に つ
き 考 察 す る。
●
●
1。 方 法 に つ い て
‐28‐
●●・
異 常 群 と し て 顎 関 節 雑 音 を 認 め る も の、 顎
関 節 お よ び そ の 周 囲 の 疼 痛 を 認 め る も の、 筋
の 疼 痛 を 認 め る も の、 プ ラ キ シ ズ ム を 訴 え る
も の を 選 ん だ が そ れ は 以 下 の 理 由 に よ る。
顎 関 節、 筋 に 関 す る 臨 床 所 見 を 取 り 上 げ た
の は、 最 大 開 閉 口 運 動 を 行 な う 際 に そ の 運 動
経 路 に 影 響 を 与 え る 要 素 と し て 特 に 重 要 で あ
る た め で あ る。 そ の た め 通 常 い わ ゆ る 顎 関 節
症 患 者 と し て は 分 類 さ れ な い 顎 関 節 雑 音 の み
を 認 め る も の も 異 常 者 と し て 扱 っ た。 ま た ブ
ラ キ シ ズ ム を 認 め た も の を 異 常 群 に 加 え た の
は、 精 神 的 ス ト レ ス や 咬 合 の 不 調 和 に よ り 生
じ た 異 常 習 癖 か ら 筋 疲 労、 ス パ ズ ム が 発 生 し、
こ れ が 機 能 異 常 に 結 び つ く 可 能 性 が 考 え ら れ
る こ と に よ る 36,44-46,64-71)。
顎 関 節 雑 音 に つ い て 中 村 56)は、 顎 関 節 雑
音 症 例 230例に つ い て 単 に 振 動 と し て 感 知 さ
れ る I度雑 音 205症例 と 検 者 が 聴 取 で き る Ⅱ
度 雑 音 25症例 に 分 類 し、 大 河 57)は、 可 聴 性





い ず れ も 聴 取 し う る 雑 音 の 頻 度 が 少 な く 触 診
に よ り 感 知 し た も の が 大 半 を 占 め て い た。 本
研 究 で は 雑 音 の 有 無 と 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 と
の 関 連 性 を 検 討 す る た め に、 こ れ ら を 特 に 分
類 せ ず 触 診 に よ り 感 知 で き る も の を す べ て 顎
関 節 雑 音 と み な し た。 雑 音 の 発 生 時 期 に 関 し
て は 従 来 か ら の 研 究 と の 比 較 が 行 な い う る こ
と か つ 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 の パ タ ー ン と の 対
応 が 検 討 で き る こ と か ら、 開 閉 口 と も 初 期、
中 期、 末 期 の 3期に 分 け こ れ に 最 大 開 口 位 付
近 を 加 え た も の で 発 生 時 期 の 検 討 を 行 な つ た。
圧 痛 の 有 無 に 関 し て は Krogh―Poulsen41)の
方 法 に 基 づ い て 触 診 を 行 な っ た。 対 象 部 位 は
顎 口 腔 機 能 異 常 者 で 高 い 圧 痛 頻 度 の 認 め ら れ
る 両 側 の 咬 筋、 側 頭 筋 前 部、 側 頭 筋 後 部、 外
側 翼 突 筋、 内 側 翼 突 筋、 顎 二 腹 筋 前 腹、 胸 鎖
乳 突 筋 お よ び 顎 関 節 部 で あ る 5)。 こ の う ち 外
側 翼 突 筋 に つ い て 手 指 あ る い は デ ン タ ル ミ ラ
ー な ど の 歯 科 用 小 器 具 に よ り 直 接 触 診 す る の





れ る が 91)、 本 研 究 に お い て は 従 来 よ り 行 な
わ れ て い る 方 法 に 基 づ き 評 価 を 行 な っ た。
Weinberg76)は、 基 準 が 不 明 確 で は あ る が
138名の 顎 口 腔 機 能 異 常 者 に お い て プ ラ キ シ
ズ ム を 認 め た も の が 54%と報 告 し た。 赤 西 ら
70)によ れ ば、 間 診 お よ び 診 査 よ リ プ ラ キ シ
ズ ム を 自 覚 す る も の は、 顎 口 腔 機 能 異 常 患 者
416名中 155名、 約 37。3%であ っ た と 報 告 し
て い る。 本 研 究 に お い て も 咬 耗、 頬 粘 膜 の 圧
痕、 骨 隆 起 な ど の プ ラ キ シ ズ ム を 経 験 し て い
る 可 能 性 の あ る も の 70)は含 め ず 自 覚 す る も
の の み を 対 象 と し て 診 査 し た と こ ろ、 プ ラ キ
シ ズ ム の み を 認 め た プ ラ キ シ ズ ム 群 を 除 き 異
常 群 108名中 ブ ラ キ シ ズ ム を 認 め た も の は 38
名、 35e2%であ り 赤 西 ら70)の報 告 に 近 い 値
で あ っ た。
Posse!t40)は、 後 方 限 界 に お い て 中 心 位 か
ら 最 大 開 口 運 動 を 行 な っ た 場 合、 初 期 に お い
て は 下 顎 は 左 右 下 顎 頭 を 結 ん だ 軸 を 中 心 と し





引 き 続 き 開 回 す る こ と に よ り さ ら に 下 顎 頭 の
滑 走 運 動 が 加 わ る と し た。 本 研 究 で は こ れ を
も と に 最 大 開 閉 口 運 動 を 終 末 蝶 番 運 動 の 範 囲
で あ り 下 顎 頭 の 運 動 が 関 節 宿 内 で の 回 転 運 動
を 主 体 と し て い る と 考 え ら れ る 第 1相お よ び
こ れ よ り さ ら に 開 回 し 下 顎 頭 の 運 動 に 滑 走 運
動 が 加 わ る と 考 え ら れ る 第 2相に 分 割 し た。
下 顎 の 偏 位 の 基 準 に つ い て 岩 崎 38)は、 正
常 者 5例に お い て 最 大 側 方 偏 位 量 は 下 顎 中 切
歯 幅 径 の 1/3以下 で あ っ た と 報 告 し た。 古 屋
58)は、 正 常 群 で は 正 中 を 中 心 と し て l SoD。
が 1。4 mmの正 規 分 布 と な つ て い た と 報 告 し た。
ま た Gёteborg大学 に お い て は 79)、 2 mm以内 を
偏 位 な し の 基 準 と し て い る。 本 研 究 に お い て
も 正 中 か ら 2 mm以上 離 れ た 場 合 に 偏 位 が あ る
も の と し た。 本 研 究 に お い て は 左 右 内 眼 角 点
の 中 点 と 鼻 下 点 を 結 ん だ 線 を 正 中 基 準 線 と し
た。 渡 辺 80)は、 モ ア レ トポ グ ラ フ ィ ー 法 を
用 い て 設 定 し た 顔 面 正 中 線 に 対 す る 正 中 基 準




0。1 2mm±0。0 8 mm、 鼻 下 点 で 0。5 5 mm±0.1 6 mmで
あ つ た と し て お り、 本 研 究 で 用 い た 正 中 基 準
線 の 再 現 性 に は 特 に 問 題 は な い と 思 わ れ た。
2。 結 果 に つ い て
(1)開口 量
第 1相の 範 囲 の 開 口 量 に つ い て Posselt87)
は 約 2 0 mm、 Ramfjordら64)は約 20-2 5 mmであ
る と す る な ど 2 0 mmを越 え る 値 の 報 告 も 過 去 に
は み ら れ た が、 こ れ ら は そ の 対 象 お よ び 計 測
基 準 が 明 ら か で は な い。 本 研 究 で は 男 性 で 約
H。5 nun、 女 性 で 約 10。O mmであ り、 Lau ritzen
88)の報 告 し た 約 1 2 mm、 McCollum89)の報 告
し た 約 12。5 mm、 Sicher90)の報 告 し た 約 12.5
mmより や や 小 さ い 値 で あ っ た。
第 1相と 第 2相の 合 計 で あ る 最 大 開 口 量 に
つ い て 正 常 者 に 関 し 川 瀬 92)は男 性 で 4 6 mm―




5 2 mm-56 mm、 女 性 で 4 5 mm-4 6 mmであ っ た と 報
告 し て い る。 本 研 究 に お い て も 男 性 が 48。9 mm
± 7.O nllll、 女 性 が 42。5 mm±6。6 mmとお お む ね
同 様 の 結 果 を 得 た。
正 常 者 と 異 常 者 の 間 で の 最 大 開 口 量 の 比 較
に つ い て こ れ ま で に も い く つ か の 報 告 が な さ
れ、 古 屋 58)、 尾 崎 94).は正 常 者、 異 常 者 間
に 差 が 認 め ら れ た と し て い る が、 中 沢 8)は差
が 認 め ら れ な か っ た と す る な ど 様 々 で あ る。
本 研 究 に お い て は 平 均 値 で は 対 照 群、 異 常 群
の 間 に 有 意 差 を 認 め な か っ た。 最 大 開 口 量 の
標 準 偏 差 が 対 照 群 に お い て も 男 性 7。O mm、 女
性 6.6 mmであ り 群 内 で の ば ら つ き が 大 き か っ
た が、 こ れ は 杉 森 95)、 Pullinger96)らが 報
告 し て い る 骨 格 の 違 い お よ び 関 節 の 回 転 量 の
違 い に よ り 生 じ る 開 口 量 の 差 な ど 被 験 者 群 内
に お け る 個 人 差 が 大 き い た め に 群 と し て の 平
均 値 に 差 が 見 ら れ な か っ た も の と 考 え ら れ る。




最 大 開 口 運 動 経 路 に つ い て こ れ ま で に も い
く つ か の パ タ ー ン に 分 類 す る 試 み が な さ れ て
き た が、 こ れ ら は 下 顎 切 歯 点 で の 経 路 の 概 形
を 単 純 化 し て 分 類 し た も の と 下 顎 頭 の 運 動 を
基 に 分 類 し た も の の 2つに 大 別 で き る。 前 者
に 含 ま れ る も の と し て 古 屋 9)、 磯 10)らの 直
線 型、 斜 走 型、 お よ び 一 過 性 屈 曲 型 の 3型、
中 沢 8)の直 線 型、 斜 走 型、 一 過 性 屈 曲 型、 お
よ び 斜 走 型 と 一 過 性 屈 曲 型 の 組 合 わ さ っ た も
の の 4型、 柴 田 ら11)の階 段 型、 斜 走 型、 お
よ び 一 過 性 屈 曲 型 の 3型、 等 が み ら れ る。 後
者 に 含 ま れ る も の と し て 岩 崎 38)は、 ェ ッ ク
ス 線 映 画 撮 影 法 を 用 い て 最 大 開 口 位 に お い て
関 節 結 節 に 対 す る 下 顎 頭 の 位 置 が 前 方 に あ る
も の と 後 方 に あ る も の を 区 別 し、 左 右 側 と も
前 方 に 位 置 す る AA型、 後 方 に 位 置 す る PP
型、 一 方 が 前 方、 他 方 が 後 方 に 位 置 す るAP
型 の 3型に 大 別 し た 上 で き ら に 切 歯 点 部 の 経
路 に よ り 各 々 を 細 分 化 し た。 本 研 究 で は 最 大




の 発 生 時 期 お よ び 咀 IIR筋活 動 と の 関 連 性 を 検
討 す る た め、 下 顎 頭 の 運 動 様 式 が 異 な る と 考
え ら れ る 第 1相お よ び 第 2相に お け る 偏 位 の
有 無 を 分 析 し た 結 果、 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 が
7つの パ タ ー ン に 分 類 さ れ た。
以 下、 各 パ タ ー ン と 臨 床 所 見 と の 関 連 に つ
い て 考 察 す る。
(3)最大 開 閉 口 運 動 経 路 と 臨 床 所 見 と の 関
連
最 大 開 閉 口 運 動 に お い て は 下 顎 頭 の 運 動 量
が 大 き い た め に な ん ら か の 異 常 が 存 在 す る 場
合 に、 よ り 明 確 に 運 動 経 路 に 異 常 が 現 わ れ や
す く38)、 関 節 富 な ら び に 下 顎 頭 の 形 態 お よ
び 頭 蓋 に 対 す る 位 置 28,37-39,55,57,77)、 関
節 円 板 の 形 態 お よ び 関 節 富 な ら び に 下 顎 頭 に
対 す る 位 置 26,27,44,75,98,99)、 下 顎 骨 の 形
態 95,96)、 咀 哺 筋 活 性 量 お よ び 活 動 時 間 16,
22,54,60,100,101)、 筋 の 疼 痛 45,68,71,102)





ら れ る。 偏 位 を 認 め な い パ タ ー ン 1の該 当 者
は 対 照 群 で 約 65%であ り 最 も 多 く、 顎 関 節 構
成 要 素 や 筋 等 の 最 大 開 閉 口 運 動 に 関 係 す る 要
素 が 正 常 で あ れ ば 運 動 経 路 の 左 右 対 称 性 が 得
ら れ る も の が 多 い と 考 え ら れ る。 ま た 対 照 群
に お い て パ タ ー ン 1以外 の も の が 約 35%に認
め ら れ た が、 Mongini103)とま、 成 長 期 に 下 顎
骨 に 加 わ る 様 々 な 応 力 や 筋 の 作 用、 成 長 終 了
後 の リ モ デ リ ン グ な ど に よ り 関 節 宿 や 下 顎 頭
の 形 態 が 変 化 し、 こ れ に よ っ て 下 顎 の 偏 位 が
生 じ る こ と が あ る と 報 告 し て お り、 顎 関 節、
筋 に 異 常 が 認 め ら れ な く と も 左 右 の 位 置 的 な
対 称 性 が 失 わ れ る た め に 下 顎 の 偏 位 が 生 じ る
可 能 性 が 考 え ら れ る。
顎 関 節 異 常 群 で は 開 閉 回 路 と も パ タ ー ン 2
お よ び 3の該 当 者 が 多 く 対 照 群 と 比 べ る と 開
回 路 で は 約 40%と約 1。5倍、 閉 回 路 で は 約 55
%と2倍以 上 で あ っ た。 岩 崎 38)は、 最 大 開
口 位 に 偏 位 を 認 め な い も の で は 左 右 下 顎 頭 の






め る も の で は 一 側 の 下 顎 頭 の 運 動 が 他 側 に 比
べ 制 限 さ れ て い る と 報 告 し て い る。 本 研 究 に
お い て パ タ ー ン 2に該 当 し た 被 験 者 で は 開 口
中 期 の み あ る い は 開 口 中 期 お よ び 閉 口 中 期 に
片 側 顎 関 節 雑 音 を 認 め た も の が 多 く、 パ タ ー
ン 3に該 当 し た 被 験 者 で は 開 口 末 期 の み あ る
い は 開 口 末 期 お よ び 閉 口 初 期 に 片 側 顎 関 節 雑
音 を 認 め た も の が 多 か っ た。 こ の こ と か ら 開
口 中 期 に 片 側 顎 関 節 雑 音 を 認 め る も の で は 運
動 中 下 顎 が 偏 位 す る も の の 左 右 下 顎 頭 が 運 動
終 末 に お い て 左 右 対 称 な 位 置 に 到 達 す る た め
に パ タ ー ン 2の該 当 者 が 多 く、 開 口 末 期 に 片
側 顎 関 節 雑 音 を 認 め る も の で は 片 側 下 顎 頭 の
運 動 に な ん ら か の 制 限 が あ る た め に 運 動 終 末
で の 左 右 対 称 性 が 失 わ れ パ タ ー ン 3の該 当 者
が 多 く な っ て い る も の と 考 え ら れ る。 顎 関 節
雑 音 の 発 生 機 序 に つ い て 大 河 57)は、 顎 関 節
造 影 エ ッ ク ス 線 写 真 を 用 い て 異 常 者 50例中 39
例 に 関 節 円 板 の 前 方 転 位 あ る い は 変 形、 滑 膜






95%で顎 関 節 雑 音 を 認 め た こ と か ら、 関 節 円
板 お よ び 滑 膜 の 異 常 が 大 き な 原 因 で あ ろ う と
報 告 し た。 岩 崎 38)は、 下 顎 運 動 の 異 常 に は
下 顎 頭 の 移 動 量 お よ び 移 動 経 過 が 関 わ っ て お
り、 多 く の 場 合 関 節 円 板 な ど の 障 害 物 が 関 与
し て い る と 報 告 し た。 ま た lsber8‐‖01mら26
,27)は、 ェ ッ ク ス 線 映 画 撮 影 法 に よ り 開 閉 口
運 動 中 に 顎 関 節 雑 音 を 認 め た 下 顎 頭 の 運 動 の
パ タ ー ン を 観 察 し、 顎 関 節 雑 音 発 生 直 前 の 運
動 の 遅 延 を 報 告 し て い る。 本 研 究 に お い て 最
大 開 口 位 に 偏 位 を 認 め る パ タ ー ン 3では 関 節
円 板 な ど が 障 害 と な り 下 顎 頭 の 運 動 に 制 限 が
生 じ て い る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る。 最 大
開 口 位 に 偏 位 を 認 め な い パ タ ー ン に お い て も
開 口 末 期 お よ び 最 大 開 口 位 付 近 で 顎 関 節 雑 音
が 認 め ら れ た が、 こ れ ら の 場 合 に は 病 的 で は
な い 骨 表 面 の 不 正 や、 関 節 結 節 下 に お い て 下
顎 頭 が 関 節 円 板 を 越 え て 前 方 に 移 動 す る こ と
な ど が 原 因 と な っ て い る 可 能 性 26,27)も否





開 閉 口 時 と も に 顎 関 節 雑 音 を 認 め た も の は
復 位 性 の 関 節 円 板 の 前 方 転 位 に 起 因 す る レ シ
プ ロ カ ル ・ ク リ ッ キ ン グ に よ る も の が 多 い と
考 え ら れ る 26,27,74,77,104)。 Farrarら74)
は、 顎 関 節 部 に 作 用 す る 外 傷 あ る い は 自 歯 部
欠 損、 早 期 接 触 な ど の 長 期 間 に わ た る わ ず か
な 応 力 が 下 顎 頭 を 関 節 宿 内 で 後 方 に 偏 位 さ せ
る よ う に 作 用 し、 通 常 関 節 円 板 中 央 部 下 面 と
接 触 し て い る 下 顎 頭 関 節 面 が 下 顎 頭 の 後 方 転
位 に 伴 い 関 節 円 板 後 方 肥 厚 部 下 面 な い し 円 板
後 部 結 合 組 織 下 面 と 接 触 す る よ う に な り 関 節
円 板 前 方 転 位 を き た す と し た。 レ シ プ ロ カ ル
。ク リ ッ キ ン グ は 開 口 時 に お い て は 下 顎 頭 が
関 節 円 板 後 方 肥 厚 部 を の り こ え 関 節 円 板 中 央
に 復 位 す る 際 に、 閉 口 時 で は こ の 逆 に 関 節 円
板 中 央 か ら 後 方 に 移 動 す る 際 に 雑 音 が 発 生 す
る と さ れ て い る が 77,104,105)、 前 方 転 位 の
程 度 が 少 な い 場 合 に は 小 開 口 時 に 顎 関 節 雑 音
を 生 じ、 前 方 転 位 が よ り 進 行 し た 場 合 で は 中





う に な る 74)。 開 口 中 期 の 顎 関 節 雑 音 が 多 く
認 め ら れ た パ タ ー ン 2では 関 節 円 板 の 前 方 転
位 の 程 度 は 軽 く、 関 節 円 板 が 復 位 し た 後 は 下
顎 頭 と 関 節 円 板 の 位 置 関 係 が 正 常 な 状 態 に 保
た れ た ま ま 最 大 開 口 位 に い た る も の と 考 え ら
れ る。 開 口 末 期 の 顎 関 節 雑 音 が 多 く 認 め ら れ
た パ タ ー ン 3につ い て は 開 口 時 雑 音 の 時 期 が
遅 い こ と か ら 関 節 円 板 が よ り 前 方 に 転 位 し て
お り、 下 顎 頭 が 復 位 す る ま で に 関 節 円 板 後 部
結 合 組 織 の 弛 緩 お よ び 関 節 円 板 の 変 形 が 生 じ
て い る 可 能 性 が 考 え ら れ 77,106)、 最 大 開 ロ
位 に お い て 片 側 下 顎 頭 の 位 置 に 制 限 が 生 じ て
い る と 考 え ら れ る 38)。
筋 異 常 群 に つ い て パ タ ー ン 2およ び 3に該
当 し た も の は 開 口 路 で は 約 35%であ り 対 照 群
の 約 1.4倍で あ っ た が、 開 回 路 で は 該 当 者 が
減 少 し 対 照 群 と ほ ぼ 同 じ で あ っ た。 筋・ 顎 関
節 異 常 群 に つ い て も 開 口 路 に お い て は 約 45%
で あ り 筋 異 常 群 よ り も 該 当 者 が 多 く 対 照 群 の






者 が 減 少 し て い た。 Robertsら107)は、 205
名 の 被 験 者 に お い て 触 診 に よ る 筋 の 圧 痛 と 顎
関 節 造 影 エ ッ ク ス 線 所 見 に よ る 関 節 円 板 の 位
置 と の 関 連 性 を 検 討 し、 有 意 に 差 が 認 め ら れ
た の は 咬 筋 と 側 頭 筋 の み で あ り、 咬 筋 で は 関
節 円 板 正 常 位 お よ び 復 位 性 前 方 転 位 の も の が
非 復 位 性 前 方 転 位 の も の よ り、 側 頭 筋 で は 正
常 位 の も の が 前 方 転 位 を し て い る も の よ り 圧
痛 頻 度 が 高 か っ た も の の、 圧 痛 部 位 の み に よ
る 診 断 の 確 定 は 困 難 で あ っ た と 報 告 し て い る。
本 研 究 で は 最 大 開 口 位 で の 偏 位 が み ら れ な い
パ タ ー ン 2はパ タ ー ン 3より も 咬 筋 や 側 頭 筋
前 部 に 圧 痛 を 認 め た も の が 多 く、 逆 に 最 大 開
口 位 に 偏 位 の 見 ら れ る パ タ ー ン 3では、 パ タ
ー ン 2より も 外 側 翼 突 筋、 内 側 翼 突 筋 に 圧 痛
を 認 め た も の が 多 か っ た。 Shore36)は、 開 閉
口 時 外 側 翼 突 筋 の 上 頭 と 下 頭 が 非 協 調 的 に 働
く こ と に よ っ て 下 顎 頭 と 関 節 円 板 の 運 動 に 不
調 和 が 生 じ る と 報 告 し た。 最 大 開 口 位 で の 偏





く 関 節 円 板 の 位 置 異 常 と の 関 連 性 も 考 え ら れ
77)、 関 節 円 板 や 下 顎 頭 の 運 動 な ど 側 方 運 動
要 素 と の 関 連 性 が 強 い 外 側 翼 突 筋 99)で圧 痛
頻 度 が 高 か っ た も の と 思 わ れ る。
プ ラ キ シ ズ ム 群 に お い て パ タ ー ン 2およ び
3に該 当 し た 被 験 者 は 対 照 群 の 約 2倍と 多 く
認 め ら れ た。 ブ ラ キ シ ズ ム は 咀 IllR筋の 過 緊 張
に よ り 筋 疲 労、 ス パ ズ ム を 誘 発 し、 顎 口 腔 機
能 異 常 の 発 現 に 結 び つ く と さ れ 64-66,67,72,
108)、 Laskin72)が報 告 し た 筋 膜 疼 痛 性 機 能
異 常 症 候 群 (myofascial pain dysfunction
syndrome)は、 精 神 的 ス ト レ ス や 咬 合 不 調 和
な ど の 誘 因 に よ っ て プ ラ キ シ ズ ム 等 の 異 常 習
癖 が 現 わ れ そ の 結 果 生 じ た ス パ ズ ム が 原 因 と
な る も の で あ る。 さ ら に、 Eversoleら73)は、
外 側 翼 突 筋 に 生 じ た ス パ ズ ム が 関 節 円 板 の 前
方 転 位 の 原 因 と な る 可 能 性 を 報 告 し て い る。
他 の 症 状 を 認 め な い プ ラ キ シ ズ ム の み の 被 験
者 に お い て も 第 2相で の 偏 位 の 出 現 率 が 対 照





キ シ ズ ム に よ っ て 65,70)、 咬 筋、 側 頭 筋 な ど
の 閉 口 筋 お よ び 外 側 翼 突 筋、 顎 二 腹 筋 な ど の
側 方 運 動 と の 関 連 性 が 強 い 筋 の 活 動 性 の 克 進
が 起 こ り70)筋活 性 の 左 右 対 称 性 が 失 わ れ て
い る も の と 考 え ら れ る。
パ タ ー ン 4およ び 5に該 当 し た も の は 筋 異
常 群 お よ び 筋・ 顎 関 節 異 常 群 に お い て い ず れ
も 開 口 時 に 約 35%、 閉 口 時 に 約 40%と最 も 該
当 者 が 多 く、 開 口 時 で は 顎 関 節 異 常 群 の 約 2
倍、 閉 口 時 で は 約 2。5倍で あ っ た。 高 田 98)
は、 顎 運 動 の 最 初 よ り そ の 軌 道 に 偏 位 の 見 ら
れ る も の は 片 側 性 の 筋 の 機 能 異 常 が 考 え ら れ
る と し て い る が、 本 研 究 に お い て も 筋 に 異 常
を 認 め る も の で は 第 1相、 第 2相と も に 同 一
側 に 偏 位 が 見 ら れ る も の が 多 く 認 め ら れ た。
開 口 時 と 閉 口 時 を 比 較 す る と 閉 口 時 に 該 当 者
が よ り 多 く 認 め ら れ た が、 顎 関 節 雑 音 が こ れ
と は 逆 に 開 口 時 に 少 な か っ た こ と か ら も パ タ
ー ン 4、 5にお け る 閉 口 時 の 偏 位 に は 筋 に よ





い て 咬 筋、 側 頭 筋 前 部 の 圧 痛 は 最 大 開 口 位 で
の 偏 位 が み ら れ な い パ タ ー ン 4で多 く、 パ タ
ー ン 2と3を比 較 し た 場 合 と 同 様 の 傾 向 を 示
し た。 外 側 翼 突 筋、 内 側 翼 突 筋 に 圧 痛 を 認 め
た も の は パ タ ー ン 4、 5とも に 多 く 認 め ら れ、
第 1相で の 偏 位 を 認 め る も の に お い て 圧 痛 頻
度 が 高 い と 考 え ら れ る。 Sicher90)やKrogh‐
Poulsen97)は、 触 診 に よ る 圧 痛 で 筋 の ス パ ズ
ム が 確 か め ら れ る と 報 告 し て お り、 パ タ ー ン
4、 5にお け る 下 顎 の 偏 位 に は 筋 の ス パ ズ ム
が 関 係 し て い る 可 能 性 が 高 い の で は な い か と
考 え ら れ る。
顎 関 節 雑 音 に つ い て み る と 最 大 開 口 位 で の
偏 位 が み ら れ な い パ タ ー ン 4では 開 口 初 期 あ
る い は 開 口 中 期 に 雑 音 が 認 め ら れ た も の が 多
く、 最 大 開 口 位 に 偏 位 の み ら れ る パ タ ー ン 5
で は 開 口 末 期 に 雑 音 が 認 め ら れ た も の が 多 く、
パ タ ー ン 2、 3の場 合 と ほ ぼ 同 様 の 所 見 を 認
め た。





群 で は 開 閉 口 時 と も 2。5%と少 な く、 異 常 群
で も 他 の パ タ ー ン に 比 べ 該 当 者 が 少 な か っ た
が、 こ の う ち 顎 関 節 異 常 群 で 開 口 時 に 約 20%
と 他 の 異 常 群 よ り 多 く 認 め ら れ た。 顎 関 節 雑
音 に つ い て 開 口 末 期 あ る い は 最 大 開 口 位 の み、
お よ び 開 口 末 期 と 閉 口 初 期 の 双 方 に 雑 音 を 認
め た も の が 多 か っ た。 開 口 末 期 で の 顎 関 節 雑
音 に 関 し て は、 前 述 の ご と く 関 節 円 板 前 方 転
位 に 起 因 す る も の で あ れ ば 関 節 円 板 後 部 結 合
織 の 著 し い 弛 緩 と 関 節 円 板 の 変 形 が 起 こ っ て
い る 可 能 性 が 考 え ら れ、 こ の た め に 複 雑 な 偏
位 が 生 じ か つ 開 口 終 末 に お い て 片 側 下 顎 頭 の
位 置 が 制 限 さ れ て い る と 考 え ら れ る 77)。 筋
の 圧 痛 に つ い て は 特 定 の 筋 と の 関 連 性 は 認 め
ら れ な か っ た。
(4)閉口 運 動 時 の 咀 嗜 筋 活 動
閉 口 初 期 の 咀 ER筋活 動 に つ い て 対 照 群 の 咬
筋 の 筋 活 性 量 の 平 均 値 +lS.D。を 基 準 と し、 基





検 討 を 行 な っ た。 Ahlgren15)は、 閉 口 初 期 に
咬 筋 お よ び 側 頭 筋 が 電 気 的 な 静 的 状 態 に あ り、
開 口 運 動 は 伸 展 さ れ た 筋 の 弾 性 に よ っ て 開 始
さ れ る と 報 告 し て い る が、 本 研 究 に お い て も
対 照 群 の 咬 筋 で は L―L群が 62。5%であ り 最
も 多 く 認 め ら れ た。 Munro54)、 criffin 109)、
広 瀬 110)らは 閉 口 時 咬 筋 に 対 し て 側 頭 筋 の 活
動 開 始 時 期 が 先 行 す る 傾 向 を 認 め て い る が、
H―H群が 咬 筋 に 比 べ 側 頭 筋 前 部 で 多 く 認 め
ら れ た の は 側 頭 筋 前 部 の 活 動 開 始 時 期 が 先 行
し て い る こ と に よ る も の と も 考 え ら れ る。
最 大 開 閉 口 運 動、 タ ッ ピ ン グ 運 動 お よ び ク
レ ン チ ン グ に お い て 左 右 同 名 筋 の 筋 活 性 量 の
調 和 は 筋 電 図 を 評 価 す る 際 の め や す と さ れ て
い る が 4)、 今 回 は 対 照 群 の 各 被 験 者 に つ い て
咬 筋、 側 頭 筋 前 部 の 開 口 初 期 に お け る 筋 活 性
量 の 大 き い 側 を 小 さ い 側 で 除 し た も の の 平 均
値 +lS.D。を 基 準 と し こ れ を 越 え る も の を 左 右
差 が あ る も の と し た。 対 照 群 に お い て は 閉 口




群 お よ び H―H群が 咬 筋、 側 頭 筋 前 部 と も 約
85%と多 く、 対 照 群 の 筋 活 動 の 左 右 対 称 性 が
高 い こ と が う か が わ れ た。 著 者 ら22)は、 正
常 者 に 比 べ 異 常 者 で は 咬 筋 お よ び 側 頭 筋 前 部
の 活 動 開 始 時 期 に 左 右 差 を 認 め る も の が 多 い
こ と を 報 告 し て い る が、 本 研 究 に お い て も 異
常 群 で は 左 右 差 を 認 め た H―L群が 咬 筋 で 約
45%、 側 頭 筋 前 部 で 約 25%と対 照 群 に 比 べ 咬
筋 で は 約 3倍、 側 頭 筋 前 部 で は 約 2倍と 多 か
つ た。 H―L群に は パ タ ー ン 3に該 当 し た も
の が 多 く、 最 大 開 口 位 で の 側 方 へ の 偏 位 が 存
在 す る こ と が 閉 口 初 期 の 筋 活 性 量 の 左 右 差 の
原 因 と な っ て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る。
閉 口 中 期 の 咀 哺 筋 活 動 に つ い て 対 照 群 で は
左 右 差 を 認 め な か っ た も の が 咬 筋 で 約 85%、
側 頭 筋 前 部 で 約 90%であ り 閉 口 初 期 と 同 様 に
多 く 認 め ら れ た。 対 照 群 で は 開 閉 口 運 動 時 に
偏 位 を 認 め な い も の が 多 く、 運 動 時 に 偏 位 が
な い こ と に よ り 顎 関 節 の 機 械 受 容 器 や 筋 紡 錘、




の 異 常 な フ ィ ー ド バ ッ ク が 現 わ れ な い61)こ
と に よ り 左 右 均 衡 な 筋 活 動 が 得 ら れ た と 考 え
ら れ る。 異 常 群 で は 左 右 差 を 認 め た も の が 咬
筋 で 約 30%、 側 頭 筋 前 部 で 約 40%であ り 対 照
群 に 比 べ 咬 筋 で 約 2倍、 側 頭 筋 前 部 で 約 5倍
多 く 認 め ら れ た。 側 頭 筋 前 部 は 咬 合 力 の 発 揮
よ り も 下 顎 の 移 動 に お い て 主 体 と な る 筋 と き
れ 15,59)、 閉 口 時 の 下 顎 の 偏 位 の 影 響 が 現 わ
れ た も の と 考 え ら れ る。 左 右 差 を 認 め た 被 験
者 で は 咬 筋 は パ タ ー ン 2、 側 頭 筋 前 部 は パ タ
ー ン 2ある い は 3に該 当 し た も の が 多 く、 ま
た 顎 関 節 異 常 群 で 最 も 左 右 差 が 多 く 認 め ら れ
た。 Stohlerら100'102)は、 開 口 運 動 中 に 疼
痛 が 生 じ る こ と に よ っ て 措 抗 筋 で あ る 閉 口 筋
の 筋 活 性 量 が 増 加 す る こ と、 開 口 運 動 中 に 顎
関 節 雑 音 が 生 じ る こ と に よ っ て 閉 口 筋 の 筋 活
性 量 が 減 少 す る こ と、 閉 口 運 動 中 に 顎 関 節 雑
音 が 生 じ る こ と に よ っ て 開 口 反 射 が 誘 発 さ れ
る こ と 等 を 報 告 し た。 ま た 閉 口 運 動 中 に 顎 関




つ て 両 側 顎 関 節 の 機 械 受 容 器 か ら の 情 報 に よ
り 咬 筋 81)ぉょ び 側 頭 筋 60)の筋 活 動 を 制 御
す る 機 構 が 働 く こ と 61,62)が報 告 さ れ て お り、
閉 口 初 期 と 同 様 運 動 中 の 下 顎 の 偏 位 に よ り 顎
関 節 の 機 械 受 容 器 か ら の 情 報 が 筋 活 動 に 影 響
を 与 え て い る と 考 え ら れ る 36-38). プ ラ キ
シ ズ ム 群 に お い て 左 右 差 の 見 ら れ る も の が 認
め ら れ た こ と か ら、 異 常 習 癖 に よ る 偏 心 位 で
の 咀 哺 筋 の 緊 張 状 態 の 持 続 に よ っ て 筋 活 性 の
左 右 対 称 性 が 失 わ れ る 可 能 性 も 否 定 で き な い。
閉 口 末 期 の 咀 DR筋活 動 に つ い て 対 照 群、 異
常 群 と も 左 右 差 を 認 め な い も の が 多 く 咬 筋 で
約 80%、 側 頭 筋 前 部 で 約 85%であ り 2群間 に
差 は み ら れ な か っ た。 閉 口 筋 は 咬 頭 嵌 合 位 に
近 づ く に つ れ て 筋 活 性 量 が 増 加 し て つ い に は
最 大 筋 活 性 量 に 近 い 力 を 発 揮 す る と 報 告 さ れ
て い る 15)。 閉 口 末 期 の 筋 活 性 量 に 左 右 差 が
少 な か っ た こ と は、 最 大 筋 活 性 量 に は 左 右 差
が 認 め ら れ な く と も 閉 口 初 期 お よ び 中 期 に お




る こ と を う か が わ せ る も の で あ る。
閉 口 運 動 経 路 の パ タ ー ン と 咀「R筋活 動 と の
関 連 に つ い て、 パ タ ー ン 1に該 当 し た 被 験 者
で は 対 照 群、 異 常 群 と も 閉 口 初 期、 中 期 お よ
び 末 期 の い ず れ に も 筋 活 性 量 の 左 右 差 は 認 め
ず、 偏 位 な く 運 動 で き る も の に つ い て は 左 右
の 調 和 の と れ た 筋 活 動 が 営 ま れ て い る と 考 え
ら れ る。 パ タ ー ン 2につ い て 異 常 群 の 咬 筋 で
は 閉 口 初 期 お よ び 中 期、 側 頭 筋 前 部 で は 閉 口
中 期 に 左 右 差 を 認 め た も の が 多 く、 パ タ ー ン
3では 対 照 群、 機 能 異 常 群 と も 閉 口 初 期 に 咬
筋 お よ び 側 頭 筋 前 部 の 左 右 差 を 認 め、 閉 口 中
期 で は 異 常 群 で 側 頭 筋 前 部 の 左 右 差 が 顕 著 で
あ つ た。 こ れ ら は と も に 第 2相で 偏 位 を 有 す
る パ タ ー ン で あ り 第 2相で の 偏 位 と 閉 口 中 期
に お け る 筋 活 性 量 の 左 右 差 の 関 連 が 考 え ら れ
る が、 対 照 群 に 比 べ 異 常 群 で は 左 右 差 が よ り
多 く 認 め ら れ、 顎 関 節 な ら び に 筋 の 異 常 が 筋
活 性 量 の 左 右 差 を 生 じ さ せ て い る と 考 え ら れ





― ン 3では 閉 口 初 期 に 側 頭 筋 前 部 の 左 右 差 を
認 め た も の が 多 く、 閉 口 初 期 に お け る 偏 位 と
側 頭 筋 前 部 の 筋 活 性 量 と の 関 連 が 考 え ら れ る。
パ タ ー ン 4では 異 常 群 の み に 開 口 初 期 お よ び
末 期 に 咬 筋、 側 頭 筋 前 部 と も に 左 右 差 を 認 め、
パ タ ー ン 5では 対 照 群 は 側 頭 筋 前 部 に、 異 常
群 で は 咬 筋、 側 頭 筋 前 部 と も に 左 右 差 を 認 め
た。 こ こ で も 最 大 開 口 位 で 偏 位 を 認 め る パ タ
ー ン 5で左 右 差 を 認 め た も の が 多 か っ た こ と
か ら、 最 大 開 口 位 で の 偏 位 と 側 頭 筋 前 部 の 筋
活 性 量 と の 関 連 が 考 え ら れ る。 第 1相で の 偏
位 の 有 無 と 開 口 末 期 の 左 右 差 と の 関 連 は 認 め
ら れ な か っ た。 偏 位 側 が 閉 口 中 に 変 化 す る パ
タ ー ン 6では 対 照 群、 異 常 群 と も 閉 口 中 期 に
咬 筋 の 左 右 差 を、 複 雑 な 偏 位 を 認 め る パ タ ー
ン 7では 異 常 群 で 閉 口 中 期 に 咬 筋 お よ び 側 頭
筋 前 部 の 左 右 差 を 認 め、 偏 位 と 筋 活 性 量 と の






最 大 開 閉 口 運 動 経 路 の パ タ ー ン と 臨 床 所 見
お よ び 咀 哺 筋 活 動 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た
結 果 は 以 下 の と お り で あ る。
対 照 群 で は パ タ ー ン 1に該 当 し た も の が 最
も 多 く、 筋 活 性 量 に も 左 右 差 の 見 ら れ な い も
の が 多 か っ た。 顎 関 節 に 異 常 を 認 め た も の で
は パ タ ー ン 2およ び 3に該 当 し た も の が 多 く、
パ タ ー ン 2では 開 口 中 期 に、 パ タ ー ン 3では
開 口 末 期 に 顎 関 節 雑 音 が 伴 う も の が 多 か っ た。
ま た 閉 口 初 期 お よ び 中 期 に 筋 活 性 量 の 左 右 差
を 認 め た も の が 多 か っ た。 咀 哺 筋 に 異 常 を 認
め た も の で は パ タ ー ン 4およ び 5に該 当 し た
も の が 多 く、 閉 口 初 期 に 側 頭 筋 前 部 で 筋 活 性
量 の 左 右 差 を 認 め た も の が 多 か つ た。 プ ラ キ
シ ズ ム を 認 め た も の で は パ タ ー ン 1に該 当 し
た も の が 対 照 群 に 次 い で 多 か っ た が、 パ タ ー
ン 2およ び 3に該 当 し た も の は 対 照 群 の 約 2
倍 で あ り、 ま た 閉 口 中 期 に 側 頭 筋 前 部 で 筋 活





最 大 開 閉 口 運 動 と 顎 口 腔 機 能 の 状 態 が い か
に 関 連 し て い る か を 明 ら か に す る た め に、 下
顎 の 偏 位 に よ り 分 類 さ れ た 最 大 開 閉 口 運 動 経
路 の パ タ ー ン と 臨 床 所 見 お よ び 咀 哺 筋 活 動 の
状 態 と の 関 連 を 検 討 し、 以 下 の 結 果 を 得 た。
1. 終 末 蝶 番 運 動 の 範 囲 (第1相)の開 口 量
な ら び に 最 大 開 口 量 は 対 照 群、 異 常 群 と も
男 性 で は 各 々 約 H mm、 約 4 8 mm、 女 性 で は 約
1 0mm、 約 4 0 mmであ り、 い ず れ も 両 群 間 に 有
意 差 を 認 め な か っ た。
2。 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 は 第 1相お よ び そ れ
よ り 最 大 開 口 位 ま で の 第 2相に お け る 下 顎
の 偏 位 に よ り、 偏 位 を 認 め な い パ タ ー ン 1、
第 2相に の み 偏 位 を 認 め 最 大 開 口 位 で は 正
中 に 戻 る パ タ ー ン 2、 戻 ら な い パ タ ー ン 3、





大 開 口 位 で は 正 中 に 戻 る パ タ ー ン 4、 戻 ら
な い パ タ ー ン 5、 第 1相と 第 2相で 偏 位 側
が 異 な る パ タ ー ン 6、 お よ び こ れ ら に 該 当
し な い パ タ ー ン 7の7つに 分 類 さ れ た。
3. 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 の パ タ ー ン の 分 布 を
検 討 し た と こ ろ 以 下 の と お り で あ っ た。
① パ タ ー ン 1は開 閉 回 路 と も 対 照 群 に お い て
約 65%と最 も 多 く、 異 常 群 で は 約 20%と約
1/3であ っ た。
② パ タ ー ン 2およ び 3は開 閉 回 路 と も 対 照 群
で は 約 25%、 異 常 群 で は 約 40%であ り 対 照
群 の 約 2倍で あ っ た。
③ パ タ ー ン 4、 5、 6およ び 7は開 閉 口 路 と
も 対 照 群 で は 約 10%、 異 常 群 で は 約 40%で
あ り 対 照 群 の 約 4倍で あ っ た。
4。 最 大 開 閉 口 運 動 経 路 の パ タ ー ン と 臨 床 所
見 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た と こ ろ 以 下 の と




① パ タ ー ン 1は開 閉 口 時 と も 対 照 群 お よ び プ
ラ キ シ ズ ム を 認 め た も の で 多 く、 顎 関 節 雑
音 お よ び 筋 の 圧 痛 を 認 め た も の で は 対 照 群
の 1/3以下 で あ っ た。
② パ タ ー ン 2およ び 3は対 照 群 約 25%に対 し、
開 口 時 に 顎 関 節 雑 音、 プ ラ キ シ ズ ム を 認 め
た も の で 約 40%と約 1.6倍で あ っ た。 顎 関
節 雑 音 を 認 め た も の で は 閉 口 時 に 約 55%と
さ ら に 多 く 認 め ら れ た。
③ パ タ ー ン 4およ び 5は対 照 群 約 7%に対 し、
筋 の 圧 痛 を 認 め た も の で は 開 口 時 約 35%と
約 5倍、 閉 口 時 約 40%と約 6倍で あ っ た。
④ パ タ ー ン 6およ び 7は対 照 群 で は 該 当 者 が
ほ と ん ど な く、 顎 関 節 雑 音 を 認 め た も の で
約 20%と該 当 者 が 多 か っ た。
5。 閉 口 運 動 時 の 咀「R筋活 動 を 検 討 し た と こ
ろ 以 下 の と お り で あ っ た。
① 対 照 群 で は 左 右 側 の 筋 活 性 量 に 差 を 認 め な





右 差 を 認 め た も の が 多 く、 咬 筋 で は 閉 口 初
期 に 対 照 群 の 約 3倍、 閉 口 中 期 に 約 2倍、
側 頭 筋 前 部 で は 閉 口 初 期 に 約 2倍、 閉 口 中
期 に 約 5倍で あ っ た。
② 対 照 群、 異 常 群 の い ず れ に お い て も 第 2相
に 偏 位 を 認 め た パ タ ー ン で 筋 活 性 量 に 左 右
差 を 認 め た も の が 多 か っ た が、 そ の 頻 度 は
異 常 群 が 約 3倍で あ っ た。 ま た 咬 筋 に 比 べ
側 頭 筋 前 部 で は 最 大 開 口 位 に 偏 位 を 認 め る
パ タ ー ン で 左 右 差 を 認 め た も の が 多 か っ た。
③ 閉 口 運 動 時 の 筋 活 性 量 の 左 右 差 と 臨 床 所 見
に よ り 分 類 し た 異 常 群 と の 関 連 性 を 検 討 し
た と こ ろ、 特 に 顎 関 節 異 常 群 に お い て 左 右
差 を 認 め た も の が 多 か っ た。
6。 最 大 開 閉 口 運 動 の 経 路 の パ タ ー ン と 臨 床
所 見 お よ び 咀 ER筋活 動 と の 関 連 に つ い て 総 括
す る と 以 下 の と お り で あ っ た。
① 対 照 群 で は パ タ ー ン 1に該 当 し た も の が 最





の が 多 か っ た。
② 顎 関 節 雑 音 を 認 め た も の で は パ タ ー ン 2お
よ び 3に該 当 し た も の が 多 く、 パ タ ー ン 2
で は 開 口 中 期 に、 パ タ ー ン 3では 開 口 末 期
に 顎 関 節 雑 音 が 伴 う も の が 多 か っ た。 ま た
閉 口 初 期 お よ び 中 期 の 筋 活 性 量 に 左 右 差 を
認 め た も の が 多 か っ た。
③ 筋 に 圧 痛 を 認 め た も の で は パ タ ー ン 4、 5
に 該 当 し た も の が 多 く、 ま た 閉 口 初 期 に 側
頭 筋 前 部 で 筋 活 性 量 に 左 右 差 を 認 め た も の
が 多 か っ た。
④ プ ラ キ シ ズ ム を 認 め た も の で は パ タ ー ン 1
に 該 当 し た も の が 対 照 群 に 次 い で 多 か っ た
が、 パ タ ー ン 2、 3に該 当 し た も の は 対 照
群 の 約 2倍で あ り、 ま た 閉 口 中 期 に 側 頭 筋
前 部 で 筋 活 性 量 に 左 右 差 を 認 め た も の が 多
か っ た。
以 上 の 結 果 よ り、 下 顎 の 偏 位 に よ り 分 類 さ





機 能 異 常 の 臨 床 所 見 お よ び 咀 哺 筋 活 動 の 状 態
と が 密 接 に 関 連 し て い る こ と が 明 ら か と な っ
た。 こ れ ら の こ と か ら 最 大 開 閉 口 運 動 は 顎 口
腔 機 能 の 状 態 を 反 映 し て お り、 下 顎 の 偏 位 に
着 目 し て 評 価 す る こ と が 顎 口 腔 機 能 の 診 査 法
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・         Stomatognathic  function  is  accompanied  by  the harmony  of the
eiements in the stomatognathic system. Various examinations have  been
carrled  out  for  the diagnosls of stomatognathic dysfunctione  Among
these, the examination of  maximal jaw‐opening  and ―closing movements
has been in clinical use.  The aim of this study is to investigate the
relatlonship between maximal jaw‐opening  and ‐closing  movements  and
・・ llethitiliiibl:。 t°
nlatognathic system in connection W:th the devlation
The amounts of hinge‐open  and maximal opening were investigated
in  138 normal  and  104  abnormal  subjects,  and  at  the  amount of
hinge‐opening  maximai jaw‐opening and ‐closing pathways were  divided
into the initial phase and the second phaseo Maxima!  jaw‐opening  nd
‐closing  pathways  of  120  normal  and  130  abnormal subjects  were
classified on the basis of the  deviatlon of the mandible and clinical
findings  of stomatognathic   dysfunction  were  also  evaluatedo  The
quantitative  analysis  of  electromyograms  of masseter and  anterior
temporal musc!es  was  performed in 24 norma! and 26 abnormal subjects
for relatlng  the  coordination in electrical activity  of  right  and
left sides  with maximal jaw‐opening  and ‐closing pathwayse
Maximal jaw‐opening and ―closing  pathways  were  classified  into




●    deviation  of the mandiblee  subjects  with  temporomandibular  sounds
tended tO Show  pattern 2 and 3  which had the deviation in the second
phaseo  Sounds at the middle of opening were predominant in the former
pattern  which had no deviation  at maximal opening  and those at late
of opening were  predominant in  the  latter  which  had the deviation
at maximal  opening。 lncoordination  of  muscles  in the middle stage
. (1,)i:nd:||::lgtoWiiscl:rilllilili tildelhiie silljeii:iernSibliiti  wil:|
had the deviation in both the initial and the second phase on the same
side. lncoordinatiOn of anterior temporal muscles in the  early  stage
of closing was predominant in these subjectso  Subjects  with  bruxism
tended  to  show  pattern l  like  normal subjects,  but  those showed
pattern 2 and 3 were twice as much as those of normal subjects。
As  a  result,  close relationships were found among the patterns,
0:lirdilllllialn el:||||::l a:livi:|°
lit°il[:!|:r ilifili:||lr ilipOlli
muscles.  The   resu!ts  suggest  that  the  status of  stomatognathic
system is revealed  in  maximal jaw‐opening  and  ―closing  movements.
lt  is  concluded  that  the  examination  of maximal jaw‐opening  and
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顎関節異常群‐1    67名
筋異常群・2      12名
筋・ 顎関節異常群°3  29名
プラキシズム群・4   22名









ノヽ ターン  1   2   3   4   5   6   7
ヌ寸  照  君羊   77・    17     14      5     4     3      0
n=120    (64。1) (14。1) (11。6) ( 4。2) ( 3。3) ( 2。5) ( 0。0)
異  常  群   29     31     22     17・    10      9     12・
n=130    (22.3) (23。8) (16.9) (13。0) ( 7.7) ( 6.9) ( 9.2)






























82・    14     14     5
(68.3) (11。6)(11.6)  (4。2)
30     32・    26・    16・
(23.0) (24.6) (20。0) (12◆3)
(1。7) (0。8) (1。7)
12°  7・  7
(92) (5。4) (5。4)












































開口初期・ 閉口末期 1 5




























































































































パターン 開回路のパ ターン 合計234567 1234567
2624222 5235221































































































































































































































































































































































































































































































































































































EMG 口 を開□量に kり5 し最初の /5を開口初期、最後の 1/5を開口末期、その間の
験表12 対 照群 側 頭筋 前 部 に関す る筋 活性 量 の分 析 結 果































































































































































































































320 1  250
150 1 210
l:: 1  31:
140 1  140
240 1  150
230 1  140
460 1  380
600 1  950
380 1  450
390 1  240
390 1  500
440 1 710
440 1  680
340 1  210
1420 1 1470
400 1  410
l::: 12:::
240 1  240
100 1  100


























660 1  780
300 1   180
350 1  590
430 1   370
650 1   660
1440 1  220
3730 1  2460
3140 1  3640
200 1   530
600 1  560
570 1  720
820 1  1280
1540 : 2510
1230 1  790
1220 1 2740
1090 1   890
2290 1  1600
4650 1 7580
510 1  620
420 1   480
590 1   290
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●表18 筋活性量に左右差の認められた筋と閉口路のパターンとの関連
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表19 臨床所見により分類した各異常群と筋活性量の左右差との関連
L―
閉口初期 H―H群
H―L
0・
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
46002
42010
●
